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１９：００ 開始 

【事務局：司会】 

開会宣言 

 

【会長】 

皆さん、こんばんは。本日は、大変お忙しい中、本総会にご出席いただき誠にあり

がとうございます。また、多くの来賓のみなさまのご臨席も賜りました。重ねて感謝

申し上げます。この後、表彰を受けられます４名の方々は、長年にわたり所属されて

いる団体や津幡町のスポーツの振興・発展に多大なご貢献をなされておられる方々で

す。改めて感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 先の大相撲五月場所で優勝され、次期七月場所からは第７５代横綱として活躍され

る大の里関、本町はもとより本県や日本中が盛り上がりました。閉塞感が漂っている

日本社会に明るさと元気を与えてくれました。まずは大の里関こと、中村泰輝さん横

綱昇進誠におめでとうございます。 

さて、コロナ禍や大地震と大きな出来事を経験し、改めてスポーツのすばらしさと

必要性を再認識した昨今ですが、今年度の第 77 回県民スポーツ大会は、予定どおり

実施されます。メイン会期を従来の８月から一ヶ月程前倒し、７月５日・６日に能美

市を中心に開催されます。メイン会期が前倒しとなった関係からか、早期開催や後期

開催となります競技や種目がかなり増えました。競技形式は従来通りで実施され全体

の閉会式は８月３日となっています。一昨年、津幡町は、男子総合で５位となりまし

た。久しぶりの入賞で楯も獲得しております。 

 なお、今年度の県民スポーツ大会の町の結団壮行式は、来月６月２４日に開催され

るとお聞きしております。関係者の参加をよろしく願いいたします。 

 因みに、町の総合スポーツ大会は、すでに終了した競技もありますが、来る６月１

日に開催いたします。話は変わりますが、平成２６年に津幡町スポーツ協会を法人化

して１０年。そして昭和２９年に任意団体として発足してから７０年の節目を記念し

て、本年１月１９日に記念式典を開催しました。多くの関係者のご協力とご出席をい

ただき、成功裏に終了するこができました。この場をお借りして深く感謝申し上げま



す。ありがとうございました。また、当日、同会場にて２０２０東京オリンピックの

女子レスリング競技で金メダルを獲得された旧姓川井梨紗子（金城）さん友香子（恒

村）さん姉妹に町より町民栄誉賞が贈られ、その授与式も開催されました。沢山の町

民の皆様に祝福されておられました。 

さて、町の施設の指定管理をお受けして今年度で１１年が経過いたします。この間、

大きな事故等も無く、施設管理運営面でも毎年行われる町の審査で合格点をいただい

ております。が、施設の老朽化や自然災害による突発的な事故等々も有り、個々の利

用者の皆様にご不便をおかけいたしております。これからも利用者に喜ばれる施設管

理運営を心がけてまいります。 

 結びに、本町のジュニアの各種大会や本町に関係する中学生・高校生・高専生、そ

して一般やシニアの方々の活躍が新聞紙上等で多く報道されております。これも本協

会加盟の８０団体のお力によるところ大であります。しかし、課題もあります。特に

加盟競技団体のお世話をする方々の高齢化や余暇の多様化と相まって、組織の継続が

今後の大きな課題となりそうです。 

しかし、先にも申し上げましたが、スポーツのもつ力は、コロナ禍や震災を経験し

た今、益々大切であることを痛感しておられることと思います。本日お集まりの皆様

には組織の継続と発展を是非、お願いするところであります。矢田町長さんもおっし

ゃっておられる「スポーツで元気な町づくり」をこれからも町当局と一緒に体現して

行くことをお願いして挨拶とさせていただきます。 

ご静聴ありがとうございました。 

 

【来賓祝辞】 

 坂本副町長・焼田県議会議員・八十嶋町議会議長 祝辞 

【その他来賓紹介】 

本協会顧問 

吉田克也津幡町教育長 

本協会参与 

永多憲二津幡町区長会会長・北山ゆかり津幡町教育部長 

 

【感謝状贈呈】 

津幡町グラウンドゴルフ協会       松本  義輝 様 

津幡町パドルテニス           福田  繁機 様 

津幡町ペタンク・ブール協会       高田  篤子 様 

津幡町バレーボール協会         長谷川紀代栄 様 

 

【総会再開】 

【事務局：司会】 

それでは、総会を再開いたします。 

本総会の成立に関してご報告いたします。 

 

【事務局：司会 本総会成立の報告】 

本協会全会員数 ８０名  本総会の出席者 ４４名 

委任状提出者  ３６名       合計 ８０名 



（一社）津幡町スポーツ協会定款１８条の規定に過半数以上の出席をもって行なう

とあります。よって本総会は成立することをご報告いたします。 

それでは、総会の議件に入りたいと思います。（一社）津幡町スポーツ協会定款第

１６条に総会の議長は会長とする。とされております。塩谷会長は議長をよろしくお

願いいたします。 

 

【議長】 

定款によりまして、議長を務めさせていただきます。 

スムーズな進行にご協力よろしくお願いします。 

早速、始めさせていただきます。 

まず、本スポーツ協会の定款第２０条の規定により本総会の議事録署名人２人の選

出が必要となります。議長において推薦いたしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

【異議なし】 

 

【議長】 

ありがとうございます。 

それでは、本総会の議事録署名人に（一社）津幡町スポーツ協会の監事米田義久氏

と浅木喜久男氏の２人を推薦いたします。 

 

【異議なし】 

 

【議長】 

それでは議事録署名人に米田 義久氏、浅木 喜久男氏の両名、よろしくお願いい

たします。 

これより、議案審議に入ります。 

議案第１号令和６年度（一社）津幡町スポーツ協会事業報告並びに第２号決算承認

につきましては関連がありますので一括して事務局より説明いたします。 

 

【事務局】 

２～３Ｐ  令和６年度事業報告（主要事業・総合型事業） 

４～１７Ｐ 令和６年度決算 

議案第１号「令和６年度事業報告」及び議案第２号「決算」について説明 

 

【議長】 

只今の内容について事前に監事のお二人に監査を受けております。 

ここで監査報告をお願いしたいと思います。 

 

【監事の意見（監査報告）・・・米田 義久監事】 

 監査の結果を報告させていただきます。 

（一社）津幡町スポーツ協会定款２４条の規定により提出されました令和６年度事

業報告、財産目録、貸借対照表及び正味財産増減計算書等の関係書類について浅木監

事と共に説明を受け、通帳等と照らし合わせて監査いたしましたところ、いずれも適



切でありましたことをご報告いたします。 

令和７年５月７日  

（一社）津幡町スポーツ協会監事米田 義久 浅木喜久男 

 

【議長】 

ただいまの議案となっております事業報告並びに決算について、ご質問等がござい

ましたら挙手でお願いします。 

ご質問もないようですので、議案第１号令和６年度一般社団法人津幡町スポーツ協

会事業報告についてご承認いただけますか。恐れ入りますが拍手をもってご承認を賜

りたいと存じます。 

 

【一同拍手：賛成４４名・反対０名・委任状３６名 可決】 

 

【議長】 

ありがとうございました。 

議案第１号令和６年度一般社団法人津幡町スポーツ協会事業報告は異議がないと

認め、原案のとおり可決承認されました。 

引き続き議案第２号令和６年度一般社団法人津幡町スポーツ協会決算についてご

承認いただけますか。恐れ入りますが拍手をもってご承認を賜りたいと存じます。 

 

【一同拍手：賛成４４名・反対０名・委任状３６名 可決】 

 

【議長】 

ありがとうございました。 

議案第２号令和６年度一般社団法人津幡町スポーツ協会決算は異議がないと認め、

原案のとおり可決承認されました。 

続きまして、議案第３号令和７年度一般社団法人津幡町スポーツ協会基本方針（案）

について議題といたします。 

 

【事務局】 

１８P  令和７年度基本方針（案） 

議案第３号「令和７年度基本方針（案）」について説明 

 

【議長】 

この基本方針において、ご意見ご質問などありませんか？ 

議案第３号の採決をとります。賛同くださる方は拍手をお願いいたします。 

 

【一同拍手：賛成４４名・反対０名・委任状３６名 可決】 

 

【議長】 

ありがとうございました。 

議案第３号令和７年度基本方針は可決されました。 

令和７年度は、ただ今の基本方針に基づき事業を展開することといたします。 



それでは、議案第４号一般社団法人津幡町スポーツ協会定款の改正についての審議

に進みます。 

 

【事務局】 

１９Ｐ 一般社団法人津幡町スポーツ協会定款の改正について 

 議案第４号「一般社団法人津幡町スポーツ協会定款の改正について」について説明 

 

【議長】 

只今の役員選任の件について、ご意見などありませんか。 

ご意見もないようですので、恐れ入りますが拍手をもってご承認を賜りたいと存じ

ます。 

 

【一同拍手：賛成４４名・反対０名・委任状３６名 可決】 

 

【議長】 

ありがとうございました。 

議案４号一般社団法人津幡町スポーツ協会定款の改正については承認されました。 

 

以上で本総会に付議された案件は終了しました。これより、報告事項に入りたいと

存じます。 

 

【議長】 

次に報告第１号令和７年度（一社）津幡町スポーツ協会事業計画並びに第２号予算

について関連がありますので、一括して報告いたします。 

 

【事務局】 

２０～２１Ｐ 令和７年度事業計画 

２２～３３Ｐ 令和７年度予算 

報告第１号「令和７年度事業計画」報告第２号「令和７年度予算」について説明 

 

【議長】 

 報告第１号、２号についてご意見、ご質問はございませんか。 

 

【異議質問なし】 

 次に報告第３号第６６回津幡町総合スポーツ大会について報告いたします。 

 

【事務局】 

３４～３５ページ 第６６回津幡町総合スポーツ大会 

報告第３号「第６６回津幡町総合スポーツ大会」について説明 

 

【議長】 

 ご意見、ご質問などありませんか。 

 



【異議質問なし】 

 

【議長】 

次に、報告第４号第７７回石川県民スポーツ大会について報告いたします。 

 

【事務局：𠮷岡】 

３６Ｐ～３７Ｐ 第７７回石川県民スポーツ大会 

報告第４号「第７７回石川県民スポーツ大会」について説明 

 

【議長】 

 ご意見、ご質問などありませんか。 

 

【異議質問なし】 

 

【議長】 

次に、報告第５号ジュニアスポーツクラブ新規入会についてです。 

 

【事務局】 

３８Ｐ  ジュニアスポーツクラブ新規入会 

 報告第５号「ジュニアスポーツクラブ新規入会」について説明 

 

【議長】 

ご意見、ご質問などありませんか。 

 

【異議、質問なし】 

 

【議長】 

次に、その他の報告に入ります。 

 

【事務局】 

３９～４４Ｐ 各種名簿 

協会役員、協会正会員、監督行政部局（生涯教育課）、協会事務局職員名簿につい

て説明 

４５～４８Ｐ 各種事業案内 

スポーツライフ講習会、ジュニアのびのび教室、チャレンジスポーツ教室、ふれあ

いボート教室について説明 

４９Ｐ ＬＩＮＥ登録 

当スポーツ協会ＬＩＮＥの登録についてお願い 

５０Ｐ 芝寿司注文 

当スポーツ協会を通じた、芝寿司の注文についてお願い 

 

【議長】 

 ここまでで報告事項はすべてとなります。全般的にご質問はございませんか。 



 

【質問なし】 

 

【議長】 

 それではこれで議長の任を解かせていただきます。 

 スムーズな議事進行にご協力いただきありがとうございました。 

 

【事務局：司会】 

 ここで町教育委員会から連絡事項がございます。吉田教育長、お願いします。 

 

【吉田教育長】  

この場をお借りしまして、津幡町立中学校の部活動の地域移行について報告と説明を

させていただきます。 

 お手元のプリントをご覧ください。スポーツ庁から今年の５月に出ました実行会議

の資料、抜粋ですが詳しく載っているものがあります。表面から簡単に説明させてい

ただきます。 

 まず、現時点での案という事でお聞きしていただきたいと思います。 

１.津幡中学校の生徒数の予測の推移です。現在津幡中学校４クラスないし、５ク

ラスで、５００名を切っております。これがずっと続きます。 

津幡南中学校は、学年５クラスで５００名以上おりますけれど、将来的には現在の

小学生の数を見ますと、５００名を切っていく事が予測されます。この数字はあくま

でも、現時点での小学生の数を踏まえたものでありまして、町外への進学は想定して

おりません。町外へ進学する小学校６年生が出てきますと、この数字がさらに減って

いくと予測されます。例年１０名程度、町外への中学校への進学者がいます。 

２.国の改革の方向性についてです。改革の理念及び基本的な考え方については、

以下３点書いてあるとおりです。特に地域全体で関係者が連携して支え生徒の豊かで

幅広い活動機会を保障していくということ、ここが重要なところです。 

そのために、これまで地域移行と呼んでいたものを、次年度から地域展開という風

に名称も変わります。単に中学校の部活動を地域へという事ではなくて、地域全体で、

中学生の活動の機会を保障してほしいという、そういうスポーツ庁・文化庁の考え方

でこういう風に名称が変わっていくということです。 

改革の方向性として、今年度までの３年間は改革推進期間と位置づけられて、各市

町村で改革に着手する期間でした。来年度から６年間本格的に実施していくというこ

とで、前期と後期に分けていきます。８年度からの１０年度までを前期、１１年度か

ら１３年度までを後期と位置付けております。 

これを踏まえまして、３.津幡町の方向性を現時点での案を簡潔に説明いたします。 

令和７年度は、①２学期から中学校の部活動は平日３日間と土日のどちらか１日の

計４日間とする。つまり原則的にという事です。大会前の例外は出てくると思います。

このようになった経緯としましては、お隣のかほく市や内灘町も同じような方向で動

いております。教職員の働き方改革の、最中の推進ということや、地域移行が今後増

えてきた時に、活動場所の確保が非常に大切になります。そのために、部活動の方を

平日現在４日間やっているところを、３日間にするという観点でございます。そして、

②休日(または全て)の地域展開に向け競技団体と協議を進める。昨年度あたりから、



少しずつ進めておりますけれども、今年度それを少し加速させていただきたいと考え

ております。こちらから競技の代表者の方にお声がけする場合もありますし、また皆

様の競技団体の方で中学生を今後受け入れていきたいという事がありましたらぜひ、

生涯教育課の方にご連絡いただけたらと思います。 

そして令和８年度からの前期の３年間、①新たな地域クラブの発足を推進する。 

現時点で昨年度から、相撲部の方が休日の地域移行を実施し、今年度からバドミント

ン協会がクラブチームを立ち上げてくださいました。このような形で中学生を受け入

れていただく新たな地域クラブの発足を促進していきたいと考えております。②現在

活動している競技団体の中学生受け入れについて協議を進める。これは競技団体のみ

ならず、例えば小学生を指導しているジュニアの教室で中学生も活動できないのかど

うかという事、こんな所も協議を進めていきたいと思っております。③できるだけ多

くの競技で休日の地域展開または部活動指導員の配置を進めたいと思っております。

④中学校部活動数の削減に向けて協議を進める。先程申しましたように、津幡南中学

校の方も今後、生徒数の減、つまり職員の減という事で進めております。そういう事

もありまして、中学校の部活動数の削減に向けて協議を進めていくという事です。こ

の場合に、学校、当該競技協会との連携をしっかりしていきたいと思っております。 

 そして後期の１１年からの３年間、ここでの目的が、①休日部活動の完全地域移行

という事を言っている期間になります。全ての部活動の休日の地域展開を順次進めて

いきます。②原則、中学校の部活動は平日３日間のみです。１１年度からという事で

はなくて、この３年間の中で状況をみながら、部活動としての活動は平日のみという

事で、土日受け皿のない競技については、そのスポーツの活動は平日のみという方向

でいきたいと考えております。あくまでも、今年度 5 月現時点での案ということにな

ります。 

簡単に説明させていただきましたけれども、皆様の方で全体に関わることでしたら

今ご質問を受けたいと思っております。その他質問等は、後日担当の生涯教育課にご

連絡いただければと思います。皆様のご協力が必要となりますので、ぜひとも積極的

に中学生受け入れをどうぞよろしくお願いいたします。 

 

【事務局：司会】 

 この件について、ご意見などありませんか。 

 

【事務局：司会】 

 最後に閉会の挨拶を副会長の酒勾 良夫が行ないます。 

 

【酒勾副会長】 

 閉会挨拶 

 

【事務局：司会】 

 閉会宣言                       ２０：２１ 終了 

 


